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学習指導要領 都立蔵前工業高校 学力スタンダード 
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・工業技術の発展が、人々に与えた効果や影響を説明できる。 

・職業資格の内容とその有用性を理解する。 

建築士・建築施工管理技師・福祉住環境コーディネーター等 

・現場見学や職場見学を通して、働くことの意義や最先端の技術につい

て理解する。 

・作品を製作（制作）する上で、様々な発想技法を活用することができ

る。 

 

・実験・実習中の事故防止のための方法を具体的に説明できる。 

・実験・実習報告書に必要な項目を記入し、期限までに提出することが

できる。 

・日本の工業技術が果たしている国際貢献の内容を理解する。 

・工業技術者は、製品の製作や構造物の設計・施工等に関して関係する

法令を遵守していることを理解する。 

 

・工業技術が、地球環境の保全に果たしている役割について、その意義

や必要性を理解する。 

・廃棄物の分類を通して、材料の特徴や再利用の方法を理解する。 

・廃棄物が環境に影響を与えない廃棄処理方法を理解する。 
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・材料の特徴とその加工法を理解する。 

・質量、容量、寸法などを測定する機器や器具の正しい使用方法を理解

する。 

・手仕上げの基礎的な作業を理解し、加工することができる。 

木材の接合を理解する。 

加工法から適切な道具、工具、機器、機械を選択できる。 

求められる精度を満たす木材加工を行うためには、使用する工具 

の正しい整備と調整方法が重要であることを理解する。 

 

・同じ木材でも異なる部位によって強度や耐久性が異なることを理解す

る。 

・パースや製作において見る視点の違いによって、作品の内容が異なる

ことを理解する。 
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・作品を制作するために必要な部品・材料とその数量などを考え、それ

らを一覧表にすることができる。 

・日本の伝統的な建築技術・工法の内容を理解する。 

・建築設計図面を理解し、建築生産や加工に必要な図面を作成すること

ができる。 

・木造住宅の建築に必要な知識と技術を理解する。 

 

・測定値における誤差を理解し、測定値や計算値を適切な有効数値で表

現することができる。 

・測定値や計算値を国際単位系（ＳＩ基本単位・接頭語等）に基づいて

適切に表現することができる。 

・ＪＩＳに基づく製図の基礎的な知識を理解する。 

・製作した作品の品質を調べる方法を理解する。 

・建築図面を正しく読み取ることができる。 

・測量の基礎的な知識を理解し、測量機器の取り扱いや基礎的な測量作

業を行うことができる。 

 

 


